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1.背景と目的 

橋梁の地覆や壁高欄遊間部は,止水材の経年劣化等による漏水が顕著

な箇所も多く,維持管理上の問題の一つとなっている.当社では点検時

に実施する軽微な応急作業による早期対応を行うことを目的として,ｼﾘ

ｺｰﾝ粘着ｼｰﾄによる漏水対策試験施工を平成 28 年度から実施してきた.

本論は 2 年間の試験施工結果から,ｼﾘｺｰﾝ粘着ｼｰﾄの効果と適用性を検証 

し施工時の要点と注意事項を取りまとめたものである. 写真-1 劣化した張出床版下面 

２.平成 29 年度の試験施工方針

平成 29 年度試験施工は 14 橋 43 箇所で実施した.平成 28 年度の結果より定めた実施方針を図-1 に示す.遊

間の拡大に伴うｼｰﾄの伸びの想定許容範囲を簡易引張試験よりｼｰﾄ自由面幅（未接着面）の 25%以内とし,推定

移動量と遊間幅よりｼｰﾄを選定する.使用するｼｰﾄは幅 300mmと 500mmの 2種類とした.各部名称を図-2に示す. 

図-1 ｼﾘｺｰﾝ粘着ｼｰﾄ選定ﾌﾛｰ図              図-2 各部名称 

３.平成 29 年度の試験施工結果 

試験施工は遊間幅が最小となる夏期を中心に施工

し,遊間が最大となる冬季（2月）に確認した.その結

果,43 箇所中 17 箇所に剥がれなどの異常が認められ,

その内遊間拡大の影響とみられるものが10箇所認め

られた.また,10 箇所の自由面部の遊間拡大によるｼｰ

ﾄの伸びは,平均で 34.4mm（自由面幅の 22%）と想定

の 25%を下回った.推定した原因を以下にまとめる. 

写真-2 剥がれ      写真-3 破れ 

① 遊間の拡大により生じた引張力がｼｰﾄの付着力を超過した.（許容値の設定 25%が高かった） 

② 地覆防水施工部(写真-2)など表面保護工の平滑面では粘着力が一般部に比べて低下し,弱点となった. 

③ 施工不良,環境等.（下地処理不十分,天気,湿度,ｺﾝｸﾘｰﾄの表面含水状況など） 

試験施工の結果より,ｼﾘｺｰﾝ粘着ｼｰﾄを点検時の軽微な応急作業に採用するためには,製品の性能に対して余

裕を持たせた施工時の要点と注意事項を取りまとめる必要性があると考えられた. 

 キーワード 点検，塩害，漏水，防水 

 連絡先 〒731-0037 広島市西区西観音町 2-1 西日本高速道路エンジニアリング中国株式会社 ＴＥＬ082-532-1433

スタート

固定or可動

推定移動量計算

遊間幅

W300

100mm以下

W500

101mm以上

300mm以下

※地覆部遊間が101mm以上

の場合は、地覆部はｼｰﾄを横

向きに施工する

25mm以下

ｼﾘｺｰﾝ粘着ｼｰﾄ施工

（自由面不要）

固定端

26mm以上

W500

可動端

※地覆部遊間が301mm以上

の場合は、地覆部はｼｰﾄを横

向きに施工する

300mm ｼｰﾄの自由面幅 100mm の 25%

⊿lt=⊿T･α･l・・・式-1 

⊿lt:温度変化による移動量 

⊿T:温度変化の範囲 

(施工時気温－(鋼橋-10℃ ｺﾝｸﾘｰﾄ橋-5℃))

α:線膨張係数 

鋼構造物 2×10-6 ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物 10×10-6

l:伸縮けた長(m) 

式-1

地覆防水工

地覆からの漏水
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４.ｼﾘｺｰﾝ粘着ｼｰﾄの施工要点と注意事項(案)

施工の要点と注意事項を提案する.試験施工の結果より,ｼｰﾄの性能に対して余裕を持たせるためｼｰﾄの伸び

許容値を自由面幅の 25%から 20%に低減する.また,ｼｰﾄの伸びが許容値を超過する場合の対応を追加する.

1. ｼｰﾄの選定 

ｼﾘｺｰﾝ粘着ｼｰﾄは,施工する遊間の推定移動量を算出し,ｼｰﾄの種別,施工方法を図-3 のﾌﾛｰにより選定する.推

定移動量が許容値を超える場合は,ｼｰﾄに超過分の余裕長（たるみ）を持たせる方法を提案する.（図-4）

図-4 推定移動量 61mm 以上の場合

図-3 施工方法選定ﾌﾛｰ図                図-5 各部寸法  

2. 構造細目 

  ・ｼｼﾘｺｰﾝ粘着ｼｰﾄの自由面幅は,推定移動量の 5倍以上とする.（例：推定移動量 20mm では 100mm 以上） 

・ｼﾘｺｰﾝ粘着ｼｰﾄの最低接着幅は片側 100mm 以上とする.また,各部寸法は図-5を基本とする.

  ・ｼﾘｺｰﾝ粘着ｼｰﾄの自由面部は,構造物に付着しないよう自由面幅分の「はく離紙」を残す.(写真-6)

3. 施工時の基本事項と注意事項 

写真-4 下地処理    写真-5 墨出し   写真-6 ｼｰﾄ貼付   写真-7 押さえ 写真-8 ｱﾙｺｰﾙ清掃  写真-9 ｺｰｷﾝｸﾞ 

  ・雨天時は施工しない.また,表面が湿潤状態の場合は十分に乾かして施工する. 

・下地処理はｸﾞﾗｲﾝﾀﾞｰやﾜｲﾔｰﾌﾞﾗｼを使用して表面を入念に研磨して不純物を除去する.研磨後はﾌﾞﾛﾜ 

やﾌﾞﾗｼ等で削り粉が手で触れても付かない程度まで除去する. 

  ・施工面およびｺｰｷﾝｸﾞ部はｱﾙｺｰﾙ等を使用して洗浄する. 

  ・ｼﾘｺｰﾝ粘着ｼｰﾄの接着面は,不純物が付かないように十分注意する. 

  ・ｼﾘｺｰﾝ粘着ｼｰﾄの貼付けは,ｺﾞﾑﾊﾝﾏｰやﾛｰﾗｰにより施工面に確実に付着させる.（平滑面は特に注意）

  ・入隅部（図-5）は貼付け時に引っ張られて浮きやすいため,貼付け時は引っ張らないように注意し,

指先などでしっかりと入
いり

隅部
ず み ぶ

に押し込んで付着させる. 

  ・周囲のｺｰｷﾝｸﾞはｼｰﾄと同種のｼﾘｺｰﾝ系材料により確実にｼｰﾄの周囲及び重ね部に施工する. 

  ・伸縮装置など鋼部材に鋭利な部分がある場合は,ｼｰﾄが破れる原因となるため,研磨等により丸める. 

５.まとめ

ｼﾘｺｰﾝ粘着ｼｰﾄは施工が容易で,長期的効果も期待できる.また,ｱｲﾃﾞｱ次第で他の応急作業への応用もでき

るなど様々な可能性を持つ材料である.最後に本報文が同種作業の一助となれば幸いである.    以上

たるみ

壁高欄

伸縮装置

下地処理 清 掃 墨出し ｼｰﾄ加工 貼付け ｺｰｷﾝｸﾞ
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